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輪文内容の要旨
本稿は1890年 3 月ピスマルクのドイツ帝国宰相辞任から、 1895年春の三国干渉に至るまでのドイツ




























































































































































































































































本論文は、 1890年 3 月ピスマルクのドイツ帝国宰相辞任から、 1895年春の三国干渉に至るまでのド
イツ帝国の外交政策を対象とした研究であって、緒論「ビスマルクの遺産J 、第一部 I (新航路〉と



























































































路」 ドイツは、更にフランスにも働きかけるところがあった。 1894年 3 月に成立したカメルン協定は
それであったのである。このドイツの露仏両国に対する宥和政策、特にカメルン協定はイギリスを不










































ながら、これと対抗する形においてフランスの Pierre Renouvin 一派により、単なる外交技術史に
とどまらず、広く権力構造や社会の下部構造の分析、指導者のmentalité 、 集団心理学による国民思
想、の動向、隣国に対する一国の伝統的 image 等の研究を含めた広義の国際関係史が提唱され、学界
においても次第に定着しつつあるのが現状のようである。こうした面から更に研究を掘り下げ、自己
の結論を一層強固なものとすることが、今後筆者に課せられた課題であろう。
ともあれその学的水準の高さ、その独創性、内外の学界に対する寄与等の諸点、にかんがみ、本論文
が文学博士の学位請求論文として十分価値があるものと認定する次第である。
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